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プログラム案

14:30 Opening 常盤 
15:00 Sakai翻訳Update  常盤 
16:30 GitHub による京大版 Sakai の開発と運用 梶田 
17:00 基盤システムとしてのSakai運用/更新と大学教育におけ

る活用 
畠山 

18:00 SakaiからNGDLEへの展開 常盤 
18:40 終了 
19:00 情報交換会 

10:00 畿央大学・関西大学Current Status 宮崎、本村 
11:00 LTIとCaliperの実装について 藤井 
12:00 ランチ 

Ja Sakaiの方向性 常盤 

9月13日(火) 

9月14日(水) 
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参加者

氏名 所属 
1 藤井 聡一朗 法政大学 
2 常盤 祐司 法政大学 
3 梶田 将司 京都大学 
4 平岡 斉士 熊本大学 
5 畠山 久 首都大学東京 
6 本村 康哲 関西大学 
7 宮崎 誠 畿央大学 
8 河邊 俊一 NSsol 
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2016年度体制

3	

代表 
常盤祐司（法政大学・情報メディア教育研究センター・教授） 
 
副代表 
出口大輔（名古屋大学・情報連携統括本部情報戦略室・准教授） 
近藤壮一（兼松エレクトロニクス株式会社） 
 
幹事 
上田真由美（流通科学大学・経済学部・准教授） 
河邊俊一（新日鉄住金ソリューションズ株式会社） 
梶田将司（京都大学・学術情報メディアセンター・教授） 
滝口　彰（株式会社 朝日ネット） 
竹村治雄（大阪大学・サイバーメディアセンター・教授） 
畠山　久（首都大学東京・学術情報センター・助教） 
冬木正彦（畿央大学・教育学部・教授） 
本村康哲（関西大学・文学部・教授） 
 
WGリーダ 
ePortfolio Development 
平岡斉士（熊本大学・社会文化科学研究科・准教授） 
 
( AXIES Sakai WG Liaison ) 
宮崎　誠（畿央大学・教育学部・助教） 
 
AXIES Sakai WG Liaison 
藤井　聡一朗　(法政大学・情報メディア教育研究センター・助手) 
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CLE研究会における報告
【和文タイトル】 
  Open Apereo 2016 Conference 参加報告 
 
n  日程 

発表募集〆切: 2016年9月24日(土) 
発表原稿〆切: 2016年10月24日(月) 
 

n  場所 
徳島大学 常三島キャンパス 
 

n  分担 (1.5ページ/人) 
概要、Ja Sakaiセッション　  常盤 
LTI  藤井先生 

 畠山先生 
翻訳?  出口先生 
Board, Apereo運営　  梶田先生 
 
 

n  分担原稿〆切：  10月20日(木) 17時 
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Sakai/Ja Sakai Community History
2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	
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General Session – Ja Sakaiのあり⽅について

課題 

•  システム環境の変化 
NGDLEではIMS標準などで統合される分散型学習支援環
境が提唱されており、CMSを補完する各種ツールを含め
た包括的なシステム環境を検討する必要が出てきた。 

•  Sakai展開 
国内大学におけるCMSの導入はほぼ一巡し、Sakaiの新
規導入は期待できない。 

 

2017年の10周年を機に Ja Sakaiのあり方を見直したい 

 

Ja Sakaiカンファレンス開催はその結果を踏まえて計画する 


